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弁室据付標準図
S=1:20

注：組合わせは、仕様書及び表の通りとする。
　　鉄蓋は、市名・市章入りとする。
　　レジンコンクリート製とする。
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参考図

空気弁・消火栓室

鉄蓋　　 550×350×200

上部壁Ａ 550×350×200

下部壁Ｃ 550×350×200

底版 　　750×200×40

A

＊両フランジ短管にて高さを調整

（配管詳細図にて記載）
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仮設設置時

仮設仕切弁室標準図
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注：土被りH=800以上の消火栓・空気弁室については、両フランジ短管にて消火栓・空気弁（補修弁含む）の設置高を調整するため、

弁室の高さ(底高)は補修弁の下あたりになるように調整すること。
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